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本を読むこと本を読むこと

八戸学院光星高等学校（旧光星学院高等学校）
昭和31年～　卒業生数23,244名

八戸学院光星高等学校（旧光星学院高等学校）
昭和31年～　卒業生数23,244名

八戸学院光星高等学校専攻科（旧光星学院高等学校専攻科）
昭和49年～　卒業生数2,292名

八戸学院光星高等学校専攻科（旧光星学院高等学校専攻科）
昭和49年～　卒業生数2,292名

八戸学院野辺地西高等学校（野辺地工業高校～旧野辺地西高等学校）
昭和54年～　卒業生数8,987名

八戸学院野辺地西高等学校（野辺地工業高校～旧野辺地西高等学校）
昭和54年～　卒業生数8,987名

野辺地工学専門学校
昭和54年～平成21年　卒業生数928名
野辺地工学専門学校
昭和54年～平成21年　卒業生数928名

法人創立60周年
　記念式典・祝賀会
　平成29年11月12日（日）
　式　典：八戸市公会堂
　祝賀会：八戸プラザホテルアーバンホール

　記念ミュージカル
　平成29年11月８日（水）
　八戸市公会堂

法人創立60周年
　記念式典・祝賀会
　平成29年11月12日（日）
　式　典：八戸市公会堂
　祝賀会：八戸プラザホテルアーバンホール

　記念ミュージカル
　平成29年11月８日（水）
　八戸市公会堂
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建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成するこ
とをもって目的とする。  （寄付行為 第３条）

●八戸学院大学
●八戸学院短期大学
●八戸学院大学・八戸学院短期大学
　地域連携研究センター

●八戸学院大学・八戸学院短期大学
　図書館

●八戸学院光星高等学校

●八戸学院光星高等学校専攻科

●八戸学院野辺地西高等学校

●八戸学院短期大学附属幼稚園

●八戸学院短期大学附属幼稚園
　聖アンナ
●八戸学院短期大学附属幼稚園
　第二しののめ

TEL 0178-25-2711
TEL 0178-25-4411

TEL 0178-25-2789

TEL 0178-30-1695

TEL 0178-33-4151

TEL 0178-25-6322

TEL 0175-64-4166

TEL 0178-34-5765

TEL 0178-45-3670

TEL 0178-25-2488

http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/

表紙
11月に開催された「八戸学院フェスタ」
のフィナーレ。園児・生徒・学生が仲間
を信じ、共に歩むことを誓いました。

八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館は「地
域に開かれた大学図書館」として、地域住民の
方も無料でご利用いただけます。

「今日が人生最後の日だと思って生きなさい」
（小澤竹俊 著／アスコム出版社）

羽入　雪子
八戸学院大学
看護学科　教授

　東京行きの新幹線を利用する際、本や雑誌を購入し

て乗ることが多い。お気に入りは「プレジデント」という雑

誌だ。しかし、今回紹介する文庫本は八戸駅内の書店で

みかけ、タイトルが気になり衝動買いをした書籍である。ホ

スピス医である著者は、「一人でも多くの人が、生きてい

て良かったと思える最期を迎え

られるように」と、力を尽くしてい

る。1963年生まれの彼は、2800

人を看取った経験から生と死について淡 と々語りかけて

いる。目次に連なる数々のメッセージは、読む前からすべ

てに共感するものであった。

　行間のある構成は、老眼のある私には嬉しい限りで、

仙台に着く頃には読み終えていた。Ｋ02研究室入って右

側の本棚にありますのでどうぞ一読を！　

学校法人光星学院　創立60周年記念
八戸学院出身プロ野球選手とふれあう会
12月11日（日）美保野キャンパス八戸学院室内練習場にて

　

八
戸
大
学（
現
八
戸
学
院
大
学
）と

光
星
学
院
高
等
学
校（
現
八
戸
学
院

光
星
高
等
学
校
）卒
業
の
プ
ロ
野
球
３

選
手
を
招
き
、法
人
創
立
60
周
年
に

ち
な
み
八
戸
市
内
の
小
学
生
60
名
限

定
の
野
球
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ・ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
っ

た
野
球
教
室
。憧
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手

を
前
に
緊
張
気
味
の
小
学
生
へ
３
選

手
は
、笑
顔
で
話
し
か
け
緊
張
を
ほ
ぐ

し
ま
す
。グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
練

習
で
は
、打
撃
や
投
球
の
コ
ツ
を
身
振

り
、手
振
り
を
交
え
丁
寧
な
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。３
選
手
に
よ
る
実
技

披
露
も
あ
り
、間
近
で
見
る
切
れ
の
あ

る
ボ
ー
ル
や
鋭
い
打
球
に
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。練
習
後
に
は
、抽
選
会
や

サ
イ
ン
会
が
行
わ
れ
、長
蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。

　

選
手
か
ら
小
学
生
に
対
し「
僕
た

ち
も
頑
張
る
の
で
、皆
さ
ん
も
頑
張
っ

て
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

２
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読書のススメ

学校法人光星学院創立 60 周年記念
　八戸学院出身プロ野球選手とふれあう会

特集
　本を読むこと

学びの時間
　八戸学院大学 健康医療学部 地域文化論

八戸学院NEWS

イベント情報

職員ファイル

クラブ活動報告

同窓生の広場

理事長散策

秋山 将吾　外野手（埼玉西武ライオンズ）
塩見 貴洋　投　手（東北楽天ゴールデンイーグルス）
北條 史也　内野手（阪神タイガース）

23



読書案内コーナー

本
を
読
む
こ
と
八
戸
学
院
大
学
・
八
戸
学
院
短
期
大
学
図
書
館

　

日
本
人
は
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な

り
ま
す
。一ヶ
月
に
本
を
一
冊
も
読
ん
で
い
な
い
人
の
割
合
が

年
々
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。大
学
生
協
連
合
会
の
大

学
生
の
読
書
時
間
に
つ
い
て
の
調
査
で
も
、４
割
の
学
生
が
読

書
時
間
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
１
６

年
11
月
の
新
聞
各
紙
に
経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

国
際
学
習
到
達
度
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）で
、日
本
の
子
供
た
ち

の
読
解
力
が
低
下
し
て
い
る
と
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
、読
解

力
の
基
礎
と
な
る
語
彙
力
が
不
足
し
て
い
る
と
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

語
彙
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、一
定
量
の
文
章

に
触
れ
る
機
会
、つ
ま
り
読
書
量
の
不
足
に
よ
り
自
分
の
中

に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
量
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。い
く
つ
か
あ
る
原
因
の
な
か
で
、不
況
に
よ
る
本
代

の
節
約
の
ほ
か
に
様
々
な
こ
と
が
電
子
化
さ
れ
、読
書
以
外
の

娯
楽
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、落
ち
着
い
て
本
を
読
む
と
い

う
よ
り
、ス
マ
ホ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
実
に
、通
勤
電
車
内
で
文
庫
な
ど
の
本
を
読
ん
で
い
た

光
景
が
、本
の
代
わ
り
に
片
手
に
ス
マ
ホ
と
い
う
人
が
多
く
な

り
ま
し
た
。電
子
化
や
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
読
書
を
め
ぐ
る

■
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
る
読
書

　

読
書
を
し
な
い
人
に
と
っ
て
本
を
読
む
こ
と
は
苦
痛
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ス
マ
ホ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、自
分
の
必

要
と
す
る
情
報
を
手
っ
取
り
早
く
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
で
は「
知
識
」「
教
養
」が
身

に
つ
か
ず
、こ
れ
か
ら
自
分
に
降
り
か
か
る
諸
問
題
に
対
し
て

思
考
力
や
新
し
い
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
、本
を
読

む
人
に
比
べ
て
乏
し
く
な
って
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　

厚
労
省
が
公
表
す
る
２
０
１
６
年
の
人
口
動
態
統
計
年

間
推
計
で
出
生
数
が
100
万
人
を
割
り
ま
し
た
。我
が
国
で
は
、

人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
、。今
後
、ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
予
測
が
難
し

く
な
っ
た
今
、い
か
に
生
き
る
た
め
の「
知
識
」「
教
養
」を
身

に
つ
け
活
用
す
る
か
が
課
題
で
す
。人
間
は
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
に
不
安
や
恐
れ
を
感
じ
、な
か
な
か
行
動
に
移
せ
ま

せ
ん
。未
経
験
だ
か
ら
こ
そ
、先
人
の
知
恵
と
経
験
か
ら
学
ぶ

た
め
に
も
読
書
は
必
要
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
先
に
起
こ
る
未
知
の
難
題
に
対
す
る

ヒ
ン
ト
は
、多
く
の
本
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
本
か
ら
必

要
な
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
知
識
が
あ

れ
ば
、見
え
な
い
将
来
の
不
安
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。読
書
で
つ
け
た
知
識
や
教
養
は
自
分
自
身
へ
の

投
資
に
な
る
は
ず
で
す
。

■
読
書
は
自
分
へ
の
投
資

　

"B
ook deserts"

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
本
の
砂

漠
」も
し
く
は「
読
書
砂
漠
」と
い
う
意
味
で
、本
な
ど
の
読

み
物
に
触
れ
る
機
会
が
困
難
な
環
境
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

世
界
中
で
は
本
を
読
み
た
く
て
も
、ま
だ
ま
だ
本
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
も
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
人
々
に
広
く
本
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら

"B
ook deserts"

を
解
決
す
る
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
図
書
館
が
世
界
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア
ト
ル
公
共
図
書
館
で
は
、図

書
館
司
書
の
方
が
各
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
厳
選
し
た
図
書
を

自
転
車
で
各
会
場
に
運
び
、貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

「B
ooks on B

ikes

」を
実
施
し
た
り
、本
の
自
動
販
売
機

を
導
入
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。日
本
の
各
図
書
館
や
書

店
で
も
、本
の
陳
列
を
工
夫
し
た
り
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら

読
書
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
り
、テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た

展
示
会
や
読
書
会
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
な
ど
多
様
な
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
要
望
に
応
え
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

八
戸
市
で
は
、「
本
の
ま
ち
」構
想
の
中
核
拠
点
と
し
て
教

養
面
か
ら
市
民
力
を
高
め
よ
う
と
八
戸
市
営
書
店「
八
戸

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。陳
列
さ
れ
た

書
籍
は
多
種
多
様
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
興
味
に
十
分
応
え

る
よ
う
に
選
書
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、八
戸
学
院
大
学
の
教
員

が
す
す
め
る
本
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
図
書
館
や
書
店
・
出
版
界
以
外
で
も
本
と
ふ
れ

あ
う
環
境
を
増
や
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
機
と
し
た

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が「
読
書
」の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

■
本
に
触
れ
る
環
境

　

読
書
を
し
な
い
人
は
、「
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」と
い
う

理
由
や「
本
を
読
め
」と
言
わ
れ
て
も
、押
し
付
け
ら
れ
る
こ

と
へ
の
抵
抗
感
か
ら
読
む
気
に
な
れ
な
か
っ
た
り
、本
を
読
む

こ
と
か
ら
の
楽
し
さ
を
見
い
出
す
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
と
言

い
ま
す
。

　

し
か
し
、本
に
は
成
功
者
や
過
去
の
偉
人
、哲
学
者
な
ど

優
れ
た
人
の
教
え
や
知
識
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
功

者
で
あ
る
著
者
が
膨
大
な
時
間
を
か
け
て
勉
強
し
て
き
た

こ
と
、経
験
し
て
き
た
こ
と
が
一
冊
の
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

■
本
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い

外
側
の
環
境
が
変
化
し
、読
み
物
に
対
し
て
の
興
味
が
薄
れ

た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

読
書
は
社
会
的
に
良
い
習
慣
と
見
な
さ
れ
、巷
で
は
読
書

術
を
は
じ
め
、「
読
書
」の
必
要
性
を
説
く
本
が
多
く
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。共
通
し
て
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
は
、個
々
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
で
、

読
書
に
よ
り
語
彙
力
、表
現
力
を
養
い
、「
知
識
」と「
教
養
」

を
身
に
付
け
て
、人
間
力
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
唱
え
て
い
ま
す
。

一冊の本との出会いを！
～読書案内コーナー～

八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館
開館時間　月～木 8：40～19:00
　　　　　金      8:40～20:00

　本と触れ合う機会が少なかった学生や、何を読んでいいのかわからな
いという学生に対して、図書館スタッフが選書した「読書法」や「本、読書
を推奨する本」など読書に関わる書籍を100冊ほど集めて「読書案内
コーナー」を館内入口付近に設置しています。多面陳列やPOPでのコ
ミュニケーションにより、本を手に取る学生が増えてきました。

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、成
功
談
だ
け
で
な
く
、苦
痛
や
挫
折
な

ど
も
書
か
れ
て
あ
り
、そ
の
本
を
読
む
こ
と
で
著
者
の
考
え

方
や
価
値
観
、世
界
観
、物
事
に
幅
広
く
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、視
野
が
広
が
り
、自
分
の
知
ら
な
い

世
界
を
知
り
、多
角
的
な
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

今
、私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
技
術
や
知

識
が
定
着
し
て
い
る
の
は
、多
く
の
失
敗
を
繰
り
返
し
て
き

た
経
過
が
文
献
と
し
て
残
って
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
、著
者
の
失
敗
経
験
を
知
る
こ
と
で
、著
者
と

同
じ
失
敗
を
し
な
く
て
済
ん
だ
り
、様
々
な
こ
と
へ
の
取
り
組

む
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
り
、死
の
危
険
か
ら
回
避
で
き
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
本
を
読
む
こ
と
で
多
く
の
こ

と
を
学
び
、人
生
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
経
験
で

き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
成
功

者
や
偉
人
た
ち
が
何
年
も
、何
十
年
も
の
時
間
を
か
け
て
得

た
知
識
と
経
験
が
本
屋
さ
ん
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。本
を
買
う
の
は
時
間
を
買
う
の
と
同
じ
で
、コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
非
常
に
高
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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　健康医療学部の必修科目でもある「地域文化論」は、地域に密着した人材育成を図るため、八戸を代表する文化人

である柾谷伸夫氏を科目コーディネーターとしてお迎えし、①地域文化の歴史と特性、②地域発展に貢献した先人の

事例、③地域活性化の現状と課題の解決策などについて、八戸の各分野でご活躍されている著名な方々をゲスト講

師としてお招きし、貴重なお話をしていただきました。なお、講義最終日には、大谷学長が全体のまとめとして「八戸市を

輝かせる戦略思考」をテーマに講話し、開講初年度を締めくくりました。

八戸学院大学
健康医療学部
八戸学院大学
健康医療学部八戸を学ぶ ～地域文化論～

　青森県三八地域県民局の活動から、三八地域の現状や地域課題について説明されまし
た。地域課題を解決していくためには、人材育成が最も重要であり、そのために地域を知って
もらい、学ぶこと。大学というステージを活かし、物事を解決するためには情報を収集・分析し
て判断し、実行に移すことの繰り返しが必要であると話されました。またコミュニケーション能力
とは、話し上手なだけではなく、伝え上手・聞き上手であることだとし、「人」として大切なことを
伝えていました。
　最後には、「夢（目的）を達成するには意欲（信じる力）が必要であり、実力養成の場である
大学で、ひとりの人間として地域・社会に貢献する人材を目指してください」と、大学生活で何
をすべきか語りかけてくださいました。

　八戸生まれの学生でも地元のことは案外知らないものです。況や、八戸以外から
来ている学生諸君は猶更です。そこで、これから過ごす４年間の足掛かりとして、こ
の八戸のことをよく知ってもらおうということで、この『地域文化論』というユニークな
講座が開設されました。まず、教室を八戸モードにしたいと思い、講義の初めに、『南
部昔コ』を語ることにしました。高校時代、日本史を学んでいない学生が多く、また学
んだとしても、八戸には殆ど触れられていません。ですから、できるだけ分かりやすい
進め方に心をくだきました。
　よく知られている項目は勿論ですが、「へェ～!! 」と思うような項目もわざと入れまし
た。歴史では『安藤きぬ女申状』『九戸政実の乱』、小説「かたづの」で話題になった
『根城南部の遠野移封』『稗三合一揆』等々。文化の特性では『南部弁』の特別講
義、先人では『美濃屋乙因』『櫛引弓人』『前原寅吉』などがそうです。
　後半は、４人のゲスト講師に、ご自分の仕事を通しての、今の八戸を語っていただ
きました。

武田 志郎 氏
青森県三八地域県民局長

柾谷 伸夫 氏
科目コーディネーター

・八戸市公民館 館長
・八戸童話会 会長
・演劇集団ごめ企画 代表

「先人に感謝し、縁を大切にする」  ［11/30］
　地域活性とは、様々な地域の資源を活用して人が集まり、産業を営むことであるとし、単発
ではなく持続することが大切であると話されました。次に、八戸市の産業発展の経緯が説明さ
れ、今後の展望として、八戸沖に次世代資源として期待されているメタンハイドレートが確認さ
れたことによる新たな産業の可能性や、人材育成と少子化対策について指摘し、特に少子化
問題では、近年人口の増加がみられるフランスの政策を例に上げ「少子化にもっと目を向けた
政策を実施してほしい」という自身の想いを語られました。
　最後に、「若い力が社会を変えるエネルギーになるので、講義については受け身ではなく、
社会に目を向け自ら行動するようにしていくことで見方が変わってくる。そして経験を重ね引き
出しを多く持つことが、卒業後の大きな力になる」と学生に熱く語りかけられました。

髙谷 勝義 氏
三八五流通株式会社 社長室長

「若い力が未来を動かす」  ［12/21］

　職場を活性化させるために心がけていることとして、1つ目に、TPOに合わせて「形（外見）」
を整えることで内面に良い影響を与えるということ、2つ目には、「型」という基本があるからこそ
応用があるのだと説明され、学生に基本（基礎）の大切さを話されました。また、「整理・整頓・
清掃」を３Sとして、これらを徹底することにより社内外に良い影響を与えることができるとし、小
さいことをいかに大切にしなければならないか話されました。
　最後に、八戸市は、陸・海・空すべてのインフラが整った産業に適した地域で、今後、さらな
る発展を遂げる可能性が高い地域であることを伝え講義を締めくくりました。

吉田 誠夫 氏
株式会社吉田産業 代表取締役社長

「東北のあしたに貢献すること」  ［12/14］

　現在行っている八戸市の取り組みとして、中核市への移行に向けた作業、またメディアで
話題になったドクターカーの運行や八戸三社大祭のユネスコ無形文化遺産への登録など
について話され、さらに、八戸市の未来に向けて、屋内スケート場の整備や教育機能を持っ
た美術館の建設など、中心街の発展を中心とした事業に取り組んでいることを紹介されまし
た。
　昨年12月にオープンした八戸ブックセンターについては、「本は人生を豊かにする」と本に
対する熱い想いを話され、「本に触れるきっかけになれば」ということから事業に取り組んだ
と説明されました。

小林 眞 氏
八戸市長

「八戸の未来に向けて」  ［12/7］

八戸ってところは面白い！
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八戸市景観賞授賞式にて［1/6］

正門から見たケヤキ並木。四季を通して様々な景色が楽しめます。

ケヤキ並木を抜けると見える短大幼児保育学科棟

　美保野キャンパスを会場に、新たな試みとなる保育者対象の『第１回保育の学校』を

開催しました。

　本講座は短大幼児保育学科の小川准教授・差波講師が主として担当し、『自信と誇

りを身に付ける保育者を目指して』をメインテーマに、全13講座を開講。「自分の保育を

振り返る」「保育者の精神的安定を図り、子供と真摯に向き合う時間をつくる」「明日から

の保育及び教育活動に対して意欲を

もって取り組むことができる」「新たな知

識・技術を身に付ける」などを目的に開催し、約60名が受講しました。

　講座内容は座学のみならず、実際に体を動かす講座やヨガ体操、PCで園だよりを作

成する講座なども開講されました。本学の教員６名も各講座を担当し、運営には短大生

も多く参加して会場設営から当日の受付、講座のサポート、会場復元などを行いました。

今後も継続的に行っていきたいと考えております。

「第1回保育の学校」開催 ［10/9］

　看護学科では看護師として巣立った本学の卒業生を招き、毎年、

「卒業生講話」を実施しています。今年度は八戸学院短期大学2年

生を対象に「実習・就職に向けて」をテーマに開催しました。

　講師には聖マリアンナ医科大学病院の松田千夏さん（2期生）、国

立病院機構八戸病院の羽入智史さん（3期生）、八戸市立市民病院

の加藤美鈴さん（5期生）の3名にご参加いただき、学生時代にしなけ

ればならないこと、看護師としての心構えなどについて、体験談を交

えてお話していただきました。

　出席した学生からは、「学習の留意点や学生生活の過ごし方、国

試対策など、時間を有効に使うことが大切だと理解でき、今後への不

安が軽減できました」、「実習では患者さんと接することの重要性、実

習での行動や実施内容を振り返る良い機会になりました」、「実際に看護師として勤務している先輩方から話を聴くことで、今後、どのよう

に過ごして、何を学ぶべきなのか、何を大切にして過ごしていくべきなのか分かりました」など、今後の参考になったという意見が多数寄せ

られました。

　キャンパス内にまっすぐ続くケヤキ並木は、まるで緑のトンネルの様相を呈

し、季節の移り変わりとともに様々な姿を見せ、通り行く人々を楽しませている。

ケヤキ並木を抜けると姿を現す幼児保育学科棟は、敷地の高低差をうまく活

かし、並木道からそのままアプローチできるようにエントランスが配置され、連

続性のある空間が創られている。また、煉瓦積みの外観は、ケヤキ並木や既

存の校舎と調和し、一体感を感じさせる。

卒業生から学ぶ ［12/8］ ～看護学科卒業生講話～

「第３回ビブリオバトルin八戸」 ［11/6］
～田沢倭さん（八戸学院大学ビジネス学部４年）が優勝～

　デーリー東北新聞社と八戸学院大学の共催による知的書評合戦「第3回ビブリオバトルin八戸」は、

高校生から一般までの3部門で予選会を勝ち抜いた発表者が決勝戦に進み、“全世代対決”で青森、

岩手の「チャンプ本」を決定するというものです。「ビブリオバトル」とはお気に入りの本を持ち寄って紹

介し合い、みんなで一番読みたくなった本を選ぶ書評会です。

　デーリー東北新聞社メディアホールで開催された決勝戦では、特別ゲストとして『指の骨』で第46回

新潮新人賞を受賞、芥川賞候補にも3度ノミネートされた作家の高橋弘希さん（十和田市生まれ）が出

演し、講演のほか地元ゲストとのデモバトルにも参加

されました。

　青森、岩手両県から参加し、高校生、大学生、一般A、Bの各部門で予選を勝

ち抜いた4人のファイナリストによる〝全世代対決〟で田沢倭さんの紹介した「100

万回生きたねこ」（佐野洋子著）がチャンプ本に輝きました。昨年の八戸学院短期

大学茂木典子教授に続き、2年連続で本学院関係者からチャンプ本が選ばれま

した。

選考理由

第28回 八戸市景鑑賞
   『まちなみ空間部門賞』受賞
美保野キャンパスのケヤキ並木・八戸学院短期大学幼児保育学科棟

地連研

短　大

地連研

平成28年　  平成29年

11月～1 月
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男子バスケットボール部初の全国大会へ
～ウインターカップ全国選抜大会に出場して～

　各地の文化、経済、産業を見聞して豊かな情操を育むことを目的として２年生355名で実施しました。一日目は、呉ミュージ

アムから厳島神社のある宮島までクルージング船で向かい広島で一泊しました。生徒たちは時間厳守、健康管理に気を配りな

がら、無事、全日程を終了できました。中でも特に印象に残ったのは広島平和記念公園で行われた平和セレモニーです。献花後

の平和を願う生徒代表スピーチは、生徒一人ひとりの心に響くものでした。また、原爆慰霊碑に刻まれた「安らかに眠って下さ

い　過ちは繰返しませぬから」という平和への願いの言葉を深く心に記しました。

　この修学旅行を通じて生徒たちは、集団行動の意義を充分に理

解し行動することができ、ひとまわり成長しました。友との語ら

いで深めた友情や、各地を見学して得た知識や経験を一生涯の思

い出として、これからに活かして欲しいと思います。

『平成28年度 第3回青森県総合学科高等学校研究発表会』 ［12/26］

修学旅行 広島～京都～大阪 ［11/14～11/18］

　専攻科学生会は、行事の企画運営だけではな

く、様々な取り組みを行っています。今年度は

熊本地震義援金活動、ユニセフ募金活動、ペッ

トボトルキャップの回収を行いました。

　７月に実施した熊本地震義援金活動の義援金

は、デーリー東北新聞社から日本赤十字社青森

県支部を通じて熊本県に届けられました。12月

に行ったユニセフ募金活動の募金は、えんぴつ

やノート、はしかの予防接種用ワクチン等に替えられ、世界150以上の国と地域に届けられています。また、ペットボトル

キャップは常時回収協力をしており年度末に市内のシンフォニープラザ経由で、医療の行き届かない国に、ワクチンに替えら

れて届けられる予定です。

学生会の取り組み ～奉仕の心を育てる～

老人福祉施設の訪問 ［12/20］

　第３回青森県総合学科高等学校研究発表会が青森大学にて行われました。

　生徒発表は７校11グループあり、休憩を挟んで２部構成となっていた。本校からは、校内選考会で選ばれた３名の生徒が『街道

と一里塚』というテーマで出場した。

　今回の研究発表会から明確な審査基準ができた。審査員の得点上位２グループを選出し、討議により、総合的評価の高い方のグ

ループをＭＩＰ（Most Impressive Presentation）とするのだ。

　腰を据えて、順番に発表を見た。本校の生徒の発表もなかなかいい

のでは？と思っていたのだが、上には上がいるものである。明瞭な発

音、堂々とした態度、そして７分間の発表原稿を全て暗記しているの

だ。これにはかなり驚いた。この日のために相当練習してきたのだろ

うと想像できた。完璧なプレゼンテーションである。

　残念ながら本校の発表がＭＩＰに選ばれることはなかったが、大

勢の人を前にして、自ら発表することや、他校の発表を見ることで得

られるものは沢山あっただろう。今後の生徒の活躍に期待したい。

　私たち男子バスケットボール部は、昨年10月末に行われた全国高校選抜大会の県予選で優勝

し、12月23日から東京体育館で開催された全国高校選抜大会に出場しました。

　対戦相手は全国上位常連校の延岡学園高校です。試合序盤はメンバー全員が積極的にゴール

を攻め、同点の場面もありました。しかし相手チームのアウトサイドが入り始め、最後まで必死

に諦めず走り続け流れをつかもうとしましたが、前半につけられた点差を縮めることが出来

ず、敗退してしまいました。

　負けはしましたが、メンバー一人ひとりは全力をつくし、や

りきったと思います。沢山の方々が会場に応援に来てくださ

り、その応援を力に全国の舞台でプレー出来たことはとても大

きな体験でした。また様々な方々の支援により、夢のような時

間を過ごせたことに感謝しています。

　１、２年生の部員も全国を直に感じ、いい刺激になったはず

です。またあの大舞台に立ち、勝利を手にしてほしいと、夢を後

輩に託します。今後とも応援よろしくお願いします。

男子バスケットボール部　主将 　佐々木　匠（川内中出身）

　八戸学院光星高等学校保育福祉科コース1年生24名と専攻科介護福祉科２年生23名が老人福祉施設を訪問しました。

　介護実習やボランティア活動でお世話になっている施設において、日頃の学習の成果発表と感謝の気持ちを伝えることを目的

に紙人形劇と手話コーラスを披露しました。

　高校と専攻科合同での施設訪問は今回初めての

企画でしたが、施設の方々からは手拍子やアン

コールをもらうなど、楽しいひとときを過ごしま

した。このような活動を通して、学生のスキル

アップに継げていきたいと思います。

文化活動 ～受賞しました～

小原流学生いけばな競技会
準優秀賞
　小笠原 舞さん（甲東中出身）
準優秀賞
　早川 彩音さん（八戸東中出身）

第7回けんしんようエコ絵画
　　　　　　　　コンクール
優秀作品賞
　冨田 美咲さん（湊中出身）
優秀作品賞
　石沢　栞さん（白銀中出身）

平成28年度明るい選挙
　　　　　　　啓発ポスター
最優秀賞
　小西 彪太さん（鮫中出身）
入　選
　角　光希さん（三沢第二中出身）

第７回
デーリー東北新聞
感想文コンクール
入　選
　大島 美紅さん

（百石中出身）

万引き防止標語
優秀賞
　村井 美月さん

（堀口中出身）

平成28年　  平成29年

11月～1 月

図書館大　学

光星高

光星高

野西高

専攻科

光星高

専攻科
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ラピアに響く子どもたちの歌声［12/23］
～短大生ハンドベルとのコラボレーション～

［12/17］

［12/11］

［12/11］

　クリスマスを祝う会は、第一部、全園児による聖劇、第二部、各学年で、歌や合奏の発表、第三部では、年長児がキャン
ドルサービスをし、お祈りをします。聖アンナにとって、クリスマスを祝う会は、クリスマスの本当の意味を知るための、大切な
行事です。そのため、クリスマスを迎える前に、様 な々準備をします。一つは、りんごロウソクです。りんごロウソクのりんごは、
幸せや喜びをあらわします。ロウソクは、夜を明るくして、イエス様をお迎えするためのものです。プレクリスマスから園内に
飾り、クリスマスを祝う会では、年長児がキャンドルサービスで使用します。もう一つは、クッキーです。子ども達みんなで型を
ぬいて、飾りもつけます。できあがったクッキーは、ツリーに飾ったり、クリスマスを祝う会で、お土産として持ち帰ります。
　最後に、サンタさんからのプレゼントもあり、とても素敵な会になりました。

　のびのびと一人ひとりの豊か
な表現で発表することができ、
おうちの方々からあたたかい声
援と拍手をいただき、会場が盛
り上がりました。舞踊劇の部では、
各年齢それぞれ子どもたちに
親しみのある童話や昔話を取り
入れ、クラスごとに成長が見ら
れるものとなりました。待ち時間
には大きなスクリーンで子どもた
ちの園活動を紹介し、保護者の
方々から大好評でした。

クリスマスケーキをつくろう ［12/20］
　食育活動の一環として園の畑で収穫した野菜を使って年４回、お料理会を実施しています。今年

度最後のメニューはジャーマンポテト、じゃがいもとたまねぎのみそ汁、フランクフルト、おにぎり、そして

クリスマスが近いこともあり、メインは食パンを使用してのクリスマスケーキです。食パンを切ってホイッ

プクリームをぬり、様々な果物をはさんで自分たちだけのオリジナルケーキを作りました。

　その他にも、年中児は包丁を使ってバナナを切ったり、年長児はピーラーを使ってじゃがいもの皮を

むいたり、切ったりと一年を通して学んだたくさんのことを活かしながら、友だちと楽しい時間を過ごし

ました。

　ラピアで八戸学院短期大学の中嶋ゼミ・ハンドベルサークルの演奏会がありました。ゼミ
とサークルの２チームが息のあった演奏と様 な々奏法に、子どもも聞き入っていました。
　この日は祝日でしたがたくさんのお友達が集まり、中嶋ゼミの伴奏で「きよしこの夜」を歌
いました。演奏会は午前と午後の２回行われ、クリスマスの曲を中心にハンドベルやハンド
チャイムの音色がラピアホールに響いていました。

　大和ハウス工業様主催の「桜プロジェクト」のイベントでは、海外でも活躍されている双子の和楽器奏者AUNさんをお迎えして、和太鼓、篠
笛、三味線の演奏を鑑賞しました。その後、園庭に３本のヤマザクラの苗木を「大きくなあれ」と願いを込めて植樹しました。そして、午後はプロ
アイスホッケーチーム『東北フリーブレイズ』の選手５名と年長児が、ボックス体操やフロアホッケーで、交流を楽しみました。

『桜プロジェクト』＆『フリーブレイズの選手と交流』 ［11/11］

　様々な行事や体験を通して、落ち着きある生活ができるようになった年少組。文字に興味をもち集中して取り組んだり、役割分担をしてお当
番活動も喜んで行っています。

年少組の育ちを追って

　12月になると、園舎前のシンボルツリーにイルミネーションが点灯し、園内にはツ
リーやリースが飾られ、クリスマス一色となります。そんな雰囲気の中で練習してき
たお遊戯や歌を、スポットライトに照らされた八戸公会堂文化ホールの大きなス
テージで発表しました。初めてのステージにも臆せず楽しく踊る年少児や満３歳
児、曲の楽しさをユーモラスに表現する年中児、そして、曲想を捉えた踊りと立派
な挨拶やプログラム紹介をする年長児の発表に、会場内はたくさんの歓声と拍手
に包まれました。また、光星高校チアリーディング部の迫力満点の演技が、子ども
たちの意欲を掻き立て、会場の雰囲気を盛り上げ、楽しいお遊戯会となりました。

クリスマス会
聖アンナ

聖アンナ

附 属

附 属

附 属

第二しののめ

第二しののめ

平成28年　  平成29年

11月～1 月
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八戸学院大学
八戸学院短期大学

担任の年長にじ組の子どもたちと

《イベント情報》

《願書受付情報》《卒業（園）式・入学（園）式》

八戸学院短期大学附属幼稚園

【星の子キッズクラブ】登録制
・プレスクール（満２歳児になるお子さん）　9：00～11：30
 火曜日コース　２/21、２/28
 金曜日コース　２/17、２/24
・ステラクラス（１歳後半～入園前のお子さん）　10：00受付
 水・木合同　　 　　　　２/15、２/23（閉講式）
【一日入園】
２/18（土）　10：00～11：30

八戸学院大学

八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ

【ベビーマッサージ教室】予約制　10：00～11：00
・７～11か月　　２/24（金）
【一日入園】　２/18（土）

八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ

【ポケット広場】
２/15（水） 事前申込不要　10：00～12：00
【土曜ポケット広場】
２/４（土） 事前申込不要　10：00～12：00
【一日入園】　２/25（土）　9：30受付

・AO入試⑥
・一般入試（後期）
・センター利用C

・一般入試（後期）
・センター利用C

１/５（木）～２/28（火）
２/21（火）～３/９（木）
３/１（水）～３/15（水）

２/21（火）～３/９（木）
３/１（水）～３/15（水）

【ビジネス学科／人間健康学科】

附属幼稚園第二しののめ
附属幼稚園聖アンナ
附属幼稚園

光星高等学校
野辺地西高等学校
光星高等学校専攻科
八戸学院大学・八戸学院短期大学

３/11（土）
３/12（日）
３/15（水）

３/１（水）
３/３（金）
３/13（月）
３/16（木）

【卒業式】

【卒園式】

附属幼稚園
附属幼稚園聖アンナ
附属幼稚園第二しののめ

４/８（土）
４/８（土）
４/８（土）

八戸学院大学・八戸学院短期大学
光星高等学校
野辺地西高等学校
光星高等学校専攻科

４/５（水）
４/７（金）
４/８（土）
４/10（月）

【入学式】

【入園式】

【看護学科】

光星高等学校専攻科

・推薦（Ⅲ期）
・一般入試（Ⅲ期）

12/１（木）～３/３（金）
12/１（木）～３/３（金）

学科紹介・体験授業、キャンパスツアー
個別相談、在学生フリートーク 他

オープンキャンパスの詳細は、下記にお問い合わせください。
八戸学院大学・八戸学院短期大学 キャリア支援課
TEL 0178-30-1700

【自動車科／介護福祉科】

３/11（土） 10：00～13：00

光星高等学校

・二次入試 ３/14（火）～３/17（金）
【普通科／保育福祉科／ビジネス科／工業技術科】

八戸学院短期大学

・一般入試（Ⅱ期）
・センター利用

・一般入試（第Ⅱ期）
・センター利用C
・AO入試

２/21（火）～３/９（木）
３/１（水）～３/15（水）

２/21（火）～３/９（木）
３/１（水）～３/15（水）
１/５（木）～２/28（火）

【幼児保育学科】

【ライフデザイン学科】

八戸学院短期大学附属幼稚園 教諭

宮城県登米市出身
八戸短期大学幼児保育学科 卒業
2008年４月より八戸学院附属幼稚園勤務

成 澤　友 信

　両親が共働きで、少し年の離れた妹の面倒をよく見ていました。中学の夏休

みに参加した職場体験で幼稚園の現場を体験し興味を持つようになり、高校３

年の時に進路の先生の薦めで幼稚園教諭の道へ進むことを決心しました。地

元進学も考えましたが、親元を離れ勉強したいという想いから八戸短期大学

（現八戸学院短期大学）に進学しました。

　学生時代は、授業の空き時間を利用して勉強やピアノの練習をしていまし

た。元々、一つの場所で何時間も同じことをするのが苦手だったので、ピアノの

練習など短時間でも空いた時間を利用して数をこなすよう心がけました。短大

では、幼稚園教諭として必要なスキルはもちろんですが、流れや順番を考えな

がら授業を組み立てる力が養われたと教員になってから実感しました。

　幼稚園教諭９年目を迎えますが、楽しむ時とちゃんと向き合わなければならな

い時のONとOFFの切り替えを意識しています。表情や話し方、声のトーンなど

メリハリをつけることで、子どもたちに伝わるよう心掛けています。子どものちょっ

とした表情やしぐさから気持ちを素早く感じ取れる先生になりたいですね。

ONとOFFの切り替えを

職員
ファイル

⑧
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マックス・プランク研究所

プロフィール

　正直申し上げて昔から自分は、周りの倍勉強してようやく追いつくのだと自覚しておりま

した。その一方、閉じこもって長時間一つの事に集中することが得意で、高校時代はピア

ノをずっと弾いていた記憶があります。自分の人生の最大の転機である高校時代、目指し

ていた大学に無事合格したにも関わらず高校生なりにこのまま進学しても真の目標には近

づけないと感じたのでしょう、担任と相談し直前ぎりぎりで進路変更をしました。大学だけ

でなく将来に対しても真摯に向き合ってくれた高校の先生方には今でも感謝しております。

　その後、学生時代に書いた一本の論文がドイツ人学者の目にとまり「一緒に研究してみ

ないか」とお誘いを頂きました。現在は、かの有名なアインシュタインも所属していた研究所

で、高校時代から挑戦し続けてきた音楽と脳の研究に取り組んでいます。本プロジェクト

が終わると、今後はアメリカへ、その後フランスへ渡る予定です。ドイツやノルウェーで学生

も受け持っており研究との両立は中々大変ではありますが、高校時代に学んできた最も基

本的な人間との付き合いというものを大切に仕事をして参りたいと思っております。そして

いつかこの技術や知識を活かして、八戸を大きな研究都市にしていけたら幸せです。

　私の研究内容を端的に申しますと、音楽は世の中に普遍的な現象なのか、または人の

脳が認識してはじめて音楽が発生するのかというものです。「鶏と卵どちらが先か」を解

明するようなもので、死ぬまで解明できないかもしれません。研究は決して楽ではありませ

んし、孤独なことが多い仕事と感じます。それでも、世界で一番最初に何かを発見した時

の喜びは、それらを全て帳消しにしてくれます。そして普段孤独だからこそ、稀に起こる人

との出会いの有り難みを強く感じています。

　私はよく学生さんに「真面目になれ」と言います。これは社会的に好かれる人、厳格な人

になれということではありません。真面目に自分と向き合えということです。脳研究からも才能

と成功は殆ど無関係と考えられます。努力した時間が長い順に成功する確率が上がります。

一卒業生として、真面目に自分の人生と向き合っていく後輩達を心から応援しています。

大黒  達也氏
Tatsuya Daikoku

光星学院高等学校（現八戸学院光星高
等学校）普通科進学１コース平成17年
３月卒業。
医学博士、東京大学医学部・医学系研究
科客員研究員、英オックスフォード大
学博士研究員を経て、現在、ドイツの
マックス・プランク研究所にて勤務、専
門は脳・神経科学、マルコフモデルを用
いた聴覚潜在学習メカニズム解明の第
一人者として知られる。英語著書、論
文、医学教材など多数出版。

【後輩へ贈る言葉】

同窓生
の広場

八戸から世界へ！

オックスフォード大学 オックスフォード大学での演奏活動 オックスフォード大学でのプロジェクトで使用した
実験、手法がイギリスのニュースで紹介された

八戸学院大学

がんばる！クラブ活動
～ 平成28年度キラリ輝いた活動を紹介します ～

自転車競技部
文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会

スプリント　優勝　清水 知美（ビジネス学部３年）

スピードスケート部
第28回ユニバシアード冬季競技大会出場！

5000m 第５位 ／ 3000m 第８位　古庄 亜衣（健康医療学部３年）

女子柔道部
第39回全国高等学校柔道選手権大会出場決定！
平成29年３月19日（日） 個人戦 ／ 20日（月） 団体戦
会場：日本武道館

光星高等学校

男子バスケットボール部
第47回全国高校選抜優勝大会 出場（悲願の全国大会初出場！）

野辺地西高等学校

空手部
平成28年度青森県高等学校体育連盟
空手道部秋大会兼第30回東北選抜高等学校空手道選抜大会青森予選会

女子組み手　優勝　石田 ひらり（三沢第一中出身）

レスリング部
第62回東北高等学校レスリング選手権大会

女子49kg級フリースタイル　優勝　髙田 さのえ（青森山田中出身）
女子70kg級フリースタイル　優勝　鈴木 萌愛（東北中出身）

チアリーディング部
第11回東北選手権大会 優勝

1617



理 事 長
散 策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

2017年を迎えて

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
ず
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
恙
無

く
新
し
い
年
２
０
１
７
年
を
お
迎
え
に
な
っ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
月
５
日
、
本
学
院
の
教
職
員
が
一
堂

に
会
し
た
新
年
会
に
は
、
ご
来
賓
並
び
に

外
郭
団
体
の
皆
様
、
そ
し
て
今
年
は
中
核

市
と
な
っ
た
八
戸
市
の
小
林
眞
市
長
さ
ん

に
も
特
別
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
賑
や

か
に
お
祝
い
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
申
年
か
ら
酉
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
昨
年
「
変
革
」
の
年
と
位
置
づ
け

て
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
体
制
の

見
直
し
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

そ
う
し
た
懸
案
事
項
も
一
段
落
す
る
年
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
短
期
大
学
は
八
戸
学
院
大

学
短
期
大
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
将
来
、
短
期
大
学
部

の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
や
高
校
専
攻
科
に

つ
い
て
も
検
討
中
で
す
が
、
近
々
新
た
な
方

向
も
打
ち
出
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
併
せ
て
、
認
定
こ
ど
も
園
の
件
に
つ

い
て
も
今
年
中
に
具
体
的
な
方
向
も
示
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
本
法
人
将
来
構
想
推
進
戦
略
会
議
に
お

け
る
懸
案
の
検
討
は
終
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
今
後
は
教
育
の
中
身
へ
と

議
論
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
教
育
の
「
質
の
保
証
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
中
身
の
充
実
に
努
め
て
い

け
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
大
学
教
育
に
お
け
る
質
的
転
換
を
図
る

た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
学
ぶ
立
場
の
学

生
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
確
実
に
実
力
を

つ
け
る
、い
わ
ば
能
動
的
学
習
効
果
を
高
め

る
た
め
に
、
学
び
・
知
識
・
活
用
と
い
っ
た

深
化
を
期
待
し
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

展
開
が
必
要
と
考
え
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
併
せ
て
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
福
祉
事

業
に
つ
い
て
種
々
情
報
を
収
集
し
て
い
る

と
き
に
、フ
ィ
リ
ピ
ン
視
察
の
誘
い
が
あ
ま

し
た
。
留
学
生
受
け
入
れ
も
な
か
な
か
具

体
化
で
き
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
思
い

切
っ
て
視
察
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
１
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
期
間
で
、
現

地
視
察
は
１
日
半
程
度
の
短
い
時
間
で
あ

り
ま
し
た
が
、マ
ニ
ラ
か
ら
車
で
３
時
間
ほ

ど
離
れ
た
サ
ン
マ
ニ
ュ
エ
ル
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。マ
ン
ゴ
ウ
畑
の
果
樹
園
に
囲
ま
れ
た

Ｃ
Ｎ
Ｅ
１
と
い
う
語
学
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
寄
宿
舎
に
２
泊
お
世
話
に
な
り
、フ
ィ
リ

ピ
ン
の
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
と
よ
く
似

た
農
村
風
景
で
、
生
活
様
式
も
全
く
同
じ

印
象
で
あ
る
。
語
学
学
校
の
周
囲
は
連
綿

と
続
く
マ
ン
ゴ
ウ
の
林
で
、
こ
こ
に
い
ろ
ん

な
国
か
ら
英
語
を
学
び
に
集
ま
っ
て
来
て

い
る
こ
と
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
確
か

に
学
生
、
子
供
、
社
会
人
が
い
ろ
ん
な
動
機

で
英
語
を
学
ん
で
い
る
実
態
を
見
ま
し

た
。
七
年
前
か
ら
こ
の
学
校
を
運
営
・
経
営

し
て
い
る
Ｉ
氏
の
話
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
を
切
り
開
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
学
校

か
ら
は
、
す
で
に
３
０
０
０
名
が
巣
立
っ
た

と
い
う
。
宣
伝
広
報
活
動
は
す
べ
て
が
口
コ

ミ
で
、
リ
ピ
ー
タ
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
語

学
学
校
と
し
て
の
評
価
だ
と
胸
を
張
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
安
価
な
授
業
料
の
提
供

も
追
い
風
だ
が
、
何
よ
り
語
学
教
育
は
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
と
し
て
働
く
Ｎ
氏
に
よ

る
と
、
き
っ
か
け
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
英
語
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
休
暇
を

取
っ
て
参
加
し
た
が
、
現
在
は
、
こ
こ
に
生

き
甲
斐
を
感
じ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
留
学
生
の

面
倒
を
見
て
い
る
と
い
う
。
日
本
、
韓
国
、

中
国
、ロ
シ
ア
な
ど
国
籍
も
様
々
に
混
じ
り

合
い
こ
の
一
角
は
国
際
都
市
を
思
わ
せ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。

　
翌
日
、
本
題
の
福
祉
事
業
に
関
す
る
視

察
で
現
地
の
病
院
を
訪
問
し
た
。
Ｃ
・
ア
レ

ナ
ス
院
長
夫
妻
は
じ
め
関
係
者
と
の
意
見

交
換
で
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
側
で
は
看
護
師
介

護
士
４
０
０
０
人
リ
ス
ト
を
保
有
し
て
お

り
、
日
本
で
の
福
祉
事
業
に
対
す
る
援
助

も
可
能
と
い
う
即
答
で
あ
る
。
受
け
入
れ

側
と
し
て
の
対
応
如
何
と
い
う
印
象
で

あ
っ
た
。
実
現
に
は
種
々
の
課
題
も
多
く
研

究
の
余
地
が
あ
る
。

　
病
院
か
ら
寄
宿
舎
ま
で
の
帰
路
、
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
立
ち
寄
っ
た
。
中
に

入
る
と
、
周
辺
の
町
並
み
と
は
似
つ
か
な
い

別
世
界
に
び
っ
く
り
仰
天
で
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
人
口
一
億
３
千
万
と
聞

き
、
し
か
も
若
年
層
が
多
く
人
口
動
態
は

理
想
的
な
推
移
と
聞
く
に
及
び
こ
れ
か
ら

経
済
成
長
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
た
。
同
時
に
、
タ
ガ
ロ
グ
語
と
い
う

よ
り
英
語
圏
に
あ
る
と
い
う
実
感
が
し

て
、
世
界
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
発
展
を

予
想
し
た
。

　
半
袖
の
世
界
か
ら
帰
国
し
て
一
転
、
雪

景
色
の
生
活
に
戻
り
、
世
界
の
距
離
が
短

く
な
っ
た
こ
と
も
改
め
て
感

じ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
片
田
舎
で

理
想
に
燃
え
て
頑
張
っ
て
い

る
Ｉ
氏
や
Ｎ
氏
の
意
気
込
み

を
感
じ
、
語
学
教
育
と
国
際

教
育
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
視

察
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
法
人
60
周
年
記
念

事
業
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
本
年
は
そ
の
集
大
成
の

年
に
な
り
ま
す
。

　
60
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
学
院
の
今
日
は
、こ
れ
ま

で
の
全
て
の
教
職
員
の
ご
尽

力
と
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆

様
の
お
力
に
よ
る
わ
け
で
、こ

こ
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
教
職
員
皆
さ

ん
の
力
の
結
集
に
よ
っ
て
、
周

明

年
行
事
を
成
功
さ
せ
、
共
に
お
祝
い
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
学
院
の
教
育
事
業
に
尚

一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
に
致
し
ま
す
。
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学校法人光星学院創立60周年記念学校法人光星学院創立60周年記念

八戸学院出身プロ野球選手とふれあう会八戸学院出身プロ野球選手とふれあう会

学びの時間学びの時間

八戸学院大学 健康医療学部 地域文化論八戸学院大学 健康医療学部 地域文化論

特集特集

本を読むこと本を読むこと

八戸学院光星高等学校（旧光星学院高等学校）
昭和31年～　卒業生数23,244名

八戸学院光星高等学校（旧光星学院高等学校）
昭和31年～　卒業生数23,244名

八戸学院光星高等学校専攻科（旧光星学院高等学校専攻科）
昭和49年～　卒業生数2,292名

八戸学院光星高等学校専攻科（旧光星学院高等学校専攻科）
昭和49年～　卒業生数2,292名

八戸学院野辺地西高等学校（野辺地工業高校～旧野辺地西高等学校）
昭和54年～　卒業生数8,987名

八戸学院野辺地西高等学校（野辺地工業高校～旧野辺地西高等学校）
昭和54年～　卒業生数8,987名

野辺地工学専門学校
昭和54年～平成21年　卒業生数928名
野辺地工学専門学校
昭和54年～平成21年　卒業生数928名

法人創立60周年
　記念式典・祝賀会
　平成29年11月12日（日）
　式　典：八戸市公会堂
　祝賀会：八戸プラザホテルアーバンホール

　記念ミュージカル
　平成29年11月８日（水）
　八戸市公会堂

法人創立60周年
　記念式典・祝賀会
　平成29年11月12日（日）
　式　典：八戸市公会堂
　祝賀会：八戸プラザホテルアーバンホール

　記念ミュージカル
　平成29年11月８日（水）
　八戸市公会堂
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